
　

未来を生き抜く人材育成事業「キャリア教育コーディネーター活用事業」モデル校の指定を受けています。

探究フィールドワークを通して、キャリア的な視点も得ることができました。
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これからの時代自分の言葉で表

現できる人、自分で課題やテー

マを作り解決できる人が社会で

活躍する人だと感じるという意

見を頂いたのでこれを意識しな

がら生活していきたいと感じた。

自分一人がやったところで何も変わ

らないという意識を今まで持ってい

たけど、企業の方が1人が始めないと

みんな始めないからという意識に変

えて欲しいと言ってくださって自分

の意識も変えることが出来ました。

この意識は今後にも活かしたいです。

今の自分たちがしておいた方が良いことはなんですか？という質

問をしたときの企業の方のお答えが印象に残っていて、それは自

分の今思っていること感じているとを文字として文章として書き

出せる力を大切にしていくべき。仕事の色々な場面で〜はどう思

う？などと答えを委ねられる場面が多々あり、そう言ったときに

この力がとても大切でこれは高校のときから養っていくべき力だ

というお答えをいただき、それに対して自分はとても納得し、こ

れから意識していきたいことだと感じた。

↑ 葛利毛織工業(株)にて

← 壱番屋本社にて

インタビュー先の皆さんの、現状をより良い方向へ持っていこう

とする向上心やそれを成し遂げるにはどうすればいいかを色んな

人の意見を取り入れながら試行錯誤する姿勢を、私も見習って今

後のどこかで活かしていきたい。

↑ リゾートトラスト本社にて

『探究フィールドワーク_協力企業コメント（一部抜粋）』
◆ 前もって質問事項もご準備頂き、時間内にスムーズに行えたと思います。私どもにはない、若い目線でのご意見が

今後に繋がるのではないかと思いました。どうもありがとうございました。

◆ 社会課題と自社課題を結び付けて高校生にどの程度考えさせれば適切なのかといった部分に悩みました。実際、生

徒様にとっても難しいテーマだったと思いますが、教育課題の一端は感じていただけたのではないかと思います。会の

最後の方に「自分たちが考える理想の教育」といったテーマからするどい質問や意見交換もなされ、会話する中で見え

てきた部分もあり、私どもにとっても貴重な時間となりました。


